
「県⽴学校学習空間デザイン検討委員会」の設置について（案） 

教育政策課・高校教育課・特別支援教育課 
 
１ 目的 

県⽴学校は、高校改革における新たな学びの推進と再編・整備計画に基づく施設の整備、
特別支援学校の学習環境の向上及び施設の⽼朽化等への対応を迫られ、中⻑期的に多額の
設備投資が必要となる。 

このため、これからの学びにふさわしい学習空間をデザインするとともに、学校施設の中⻑期的
な修繕・改修計画の策定にあたり、効率的な整備・維持管理する手法について検討するための
委員会を設置する。 

 
２ 主な検討事項 

〇 これからの学びにふさわしい県⽴学校の学習空間について 
〇 施設の効率的な整備・維持管理手法について 
※なお、喫緊に検討を要するトイレの洋式化・空調設備等の対応についても、併せて検討する。 

 
３ 組織体制 

県⽴学校学習空間デザイン検討委員会 

これからの学びにふさわしい学習空間について検討 

 

 

整備計画最適化専門部会 

施設の効率的な整備・維持管理手法について検討 
 
４ 検討スケジュール 

 2018 年度（H30） 2019 年度（H31） 2020 年度（H32） 

7 月  9 月   3 月 4 月   9月     3月 4 月        3 月 

学習空間デザイン 
検討委員会 

   

整備計画最適化 
専門部会 

   

参

  

考

 

高
校
改
革 

新たな学びの
推進 

   

再編・整備 
計画 

   

特別支援学校の
あり方 

   

中⻑期修繕・改修
計画※ 

   

※ 中⻑期修繕・改修計画とは、県のファシリティマネジメント基本計画に基づく、施設・棟ごとの修繕や改修の優
先順位、時期、費用等に関する計画。

中間 

● ● ● ● ● ● ● 
最終報告 中間まとめ 

● 策定 

確定 

● ● 
まとめ 

● ● 

● ● 
一次分策定 

モデル校指定 「三つの方針」公表 ● 
実施方針策定 

県有施設定期点検業務委託 



委員予定者一覧 

 

１ 県立学校学習空間デザイン検討委員会 委員（案） 

分

野

 

氏 名 役職等 専 門 

学

識

経

験

者

 

赤松 佳珠子 

法政大学教授 

㈱ｼｰﾗｶﾝｽ ｱﾝﾄﾞ ｱｿｼｴｲﾂ 代表 

学校建築 

大竹 弘和 神奈川大学人間科学部教授 官民連携（ＰＰＰ） 

茅野 英一 帝京大学経済学部教授 地方財政 

環

境

 

竹内 昌義 株式会社みかんぐみ代表 建築コンサル 

防

災

 

阪本 真由美 

兵庫県立大学大学院 

減災復興政策研究科准教授 

防災 

建

築

 

荻原 白 

長野県建設士会 副会長 

㈱宮本忠長建築設計事務所 

建築 

教

育
 

矢野口 仁 

県特別支援教育連携協議会委員 

特別支援学校校長会長 

特別支援教育 

内堀 繁利 

長野県教育委員会事務局 

高校改革推進参与 

高校教育 

 

２ 整備計画最適化専門部会 委員 

  専門部会の委員は、検討委員会の中から選任する。 

 

 

３ 専門家からの意見聴取 

必要に応じて外部から専門家を招き、意見聴取を行う。 


